
蓮
如
上
人
法
要
の
ご
案
内
 

例
年
の
よ
う
に
、
来
た
る
５
月
12
日
、
標
記
の
ご

法
要
を
修
行
い
た
し
ま
す
。
 

蓮
如
上
人
は
中
世
の
動
乱
期
に
近
畿
・
北
陸
を
中
心

と
す
る
各
所
に
お
念
仏
の
ご
縁
を
結
ば
れ
、
本
願
寺

教
団
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
播
州
の
真
宗
は
、
本
願
寺
が
西
国
に
教
線

を
拡
大
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

お
念
仏
の
救
い
を
多
く
の
民
に
伝
え
ん
が
為
の
上
人

の
ご
苦
労
は
後
晩
年
に
な
っ
て
も
衰
え
ず
、
ま
す
ま

す
円
熟
味
を
増
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

大
阪
に
本
願
寺
の
拠
点
が
完
成
し
た
こ
ろ
、
播
磨
灘

の
海
民
の
頭
領
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
三
木
氏
が
本

願
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
播

州
の
新
興
都
市
と
し
て
港
町
英
賀
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
上
人
は
い
ち
早
く
新
進
気
鋭
の
御

堂
衆
の
一
人
・
空
善
を
手
配
し
、
本
願
寺
の
寺
内
町

を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
英
賀
本

徳
寺
が
創
建
さ
れ
た
事
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
 

上
人
は
正
信
偈
・
和
讃
の
読
誦
、
御
文
章
に
よ
る
平

易
な
お
念
仏
の
領
解
な
ど
、
本
願
寺
の
基
礎
的
な
教

学
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
に
続
く
東
西
本
願
寺
の

し
き
た
り
の
大
半
は
蓮
如
上
人
の
才
覚
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
を
伺
い
、
蓮
如

上
人
を
開
基
と
す
る
本
徳
寺
で
今
に
続
く
仏
縁
を
深

く
聞
き
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 

法
要
に
は
、
上
人
の
ご
遺
徳
を
顕
彰
し
、
ご
偉
業
を
偲

ぶ
た
め
、
本
願
寺
門
徒
の
皆
様
が
挙
っ
て
本
徳
寺
に
集

わ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
頃
に
は
ツ
ツ
ジ
が
艶
や
か
な
光
を
放

ち
、
玄
門
脇
の
大
栴
檀
が
満
開
で
、
境
内
に
仏
法

の
香
り
が
溢
れ
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
 

亀
山
御
坊
 
本
徳
寺
 

蓮
如
上
人
年
忌
法
要
の
日
程
 

５
月
12
日
（
日
曜
日
） 

午
前
７
時
半 

晨
朝
勤
行 

 
 
 
 

引
続
き
法
話 

午
後
10
時 

無
量
寿
経
作
法 

引
続
き
説
教 

午
後
２
時 

奉
讃
大
師
作
法 

引
続
き
説
教 

導
師 

亀
山
本
徳
寺 

 

大
谷
昭
仁
師 

布
教 

姫
路
光
明
寺 

 
 

長
谷 

都
子
師 

お
と
き
券
は
６
百
円
で
な
く
な
り
次
第
終
了 


